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（ 「 」 ）、に拭き取る 以下 拭き取り とする・表1-1
全面施釉後に高台の釉を拭き取らない（以下
「総釉 ・表1-2 、高台及び周辺部に施釉しな」 ）





























































－b段階は 南市塔出土品 961年 註14 太、 （ ）（ ）、「


















































































6 『中国陶瓷全集４ 越窯』美乃美1981 p.176-右段l.5）




） 「 」9 陝西省法門寺考古隊 扶風法門寺搭唐代地宮発掘簡報
『文物』1988-10ほか
10）拙稿「晩唐期越州窯青磁の劃花文について 『楢崎彰」
一先生古希記念論文集』真陽社1998でこのことについ
て触れた。
11）山本信夫「北宋期越州窯系青磁の検討 『大宰府陶磁」
器研究－森田勉氏追悼論文集』1995
12）明堂山考古隊「臨安県唐水邱氏墓発掘報告 『浙江省」
文物考古所学刊』文物出版社1981
13）張玉蘭「浙江臨安五代呉越国康陵発掘簡報 『文物』2」
000-2
14）貢昌「浙江東陽南市搭出土青瓷 『考古』1985-１」
15）根津美術館『唐磁』1988など
16 『遼陳国公主墓』文物出版社1993）
17）宋代になると斗笠形の金銀器があるが、これは陶磁器
からの影響の可能性が考えられる。
18）厳密に言えば法門寺埋納の時代は玉璧高台碗の消滅期
にあたるが、後述するようにその形態的な系譜は引き
継がれていたと考えられる。
19）斗笠形碗については水上和則「宋代茶碗考 『茶道学」
大系七』淡交社2000に詳しい。
表1 編年表
